
２　女性　女性の翼 

４　きららクリーンセンター 

７　もうすぐ１年生年生 

８　健康い　健康いしかわ２１計画計画パート⑤ 

９　障害　障害のある人のための 
支援費制度支援費制度 

１０　町　町のホットニュース 

１２　みん　みんなの広場広場 

１４　I Like Ishikawa I Like Ishikawa 

１５　町史編纂室　町史編纂室だより 

１８　町か　町からのお知らせ 

行ってみないみないとわかわからないない 
行ってよかった 

ぼくたち・わたしたちの未来未来のために 

���
�� ���

�	
�
�

平成１
５年２

月１
日発
行 

● 第5
17号

 ● 

２　女性の翼 
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９　障害のある人のための 
支援費制度 

１０　町のホットニュース 

１２　みんなの広場 

１４　I Like Ishikawa 

１５　町史編纂室だより 

１８　町からのお知らせ 

行ってみないとわからない 
行ってよかった 

ぼくたち・わたしたちの未来のために 



2 広報いしかわ　２月号

花の街ウスク

モンマス市中心街

古書とアンティークの町ヘイオンワイ

デイケアセンターでの研修を終え玄関前で

　
　

月
８
日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
帰
国

１１
後
の
事
後
研
修
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
な

ど
の
感
想
文
や
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
載
せ
た

報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

研
修
を
振
り
返
っ
た
参
加
者
か
ら
の
感

想
の
な
か
に
は
、「
観
光
と
は
違
う
研
修
で

良
か
っ
た
」「
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
研
修

を
し
た
か
っ
た
」
な
ど
、
次
年
度
に
つ
な

が
る
意
見
も
多
く
、
自
己
を
高
め
な
が
ら

地
域
の
た
め
に
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

抱
負
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

自
己
研
鑽
に
努
め

地
域
活
動
に
生
か
し
た
い

　

イ
ギ
リ
ス
の
各
地
を
見
学
し
て
い
る

う
ち
に
、イ
ギ
リ
ス
は
す
ご
い
。
だ
け
ど

日
本
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。イ
ギ
リ

ス
に
行
く
前
よ
り
日
本
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

｜
橋
本　

富
子
｜
● 
山　

形
｜

　

ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
の
組
織
は
、相

互
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
し
、年
４

回
の
会
報
配
布
や
無
料
電
話
相
談
を
し

て
い
ま
す
が
、片
親
家
庭
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

｜
江
尻　

幸
恵
｜
● 
赤　

羽
｜

　

木
々
の
緑
と
屋
根
の
茶
色
が
マ
ッ
チ

し
て
、人
工
的
に
作
り
出
し
た
ア
ー
ト
の

よ
う
で
し
た
。何
百
年
も
統
一
し
た
街
並

み
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
守
っ
て
き
た

人
々
に
尊
敬
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

｜
鈴
木　

幸
子
｜
● 
猫　

啼
｜

　

デ
イ
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
も
果
た
し
、各
種
グ

ル
ー
プ
活
動
や
結
婚
式
な
ど
、そ
こ
で
得

ら
れ
た
収
益
は
施
設
の
資
金
の
一
部
に

な
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

｜
荒
川
ミ
ヨ
子
｜
● 
下　

泉
｜

　

ウ
ス
ク
に
あ
る
花
々
は
私
た
ち
の
周

り
に
あ
る
草
花
と
同
じ
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。み
ん
な
で
競
い
合
っ
て
立
派
に
咲

か
せ
て
い
る
そ
う
で
、石
川
町
で
も
花
い

っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

｜
郷　
　

享
子
｜
● 
新
屋
敷
｜

�
�
�
�
�
�
�
�
	

報
告
書
か
ら
抜
粋

行
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い

行
っ
て
良
か
っ
た

【
平
成　

年
度　
　
　
　

石
川
町
海
外
派
遣
事
業
】

１４

　

昨
年
に
引
き
続
き
平
成　

年
８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
７
日
間
、
イ
ギ
リ

１４

２５

３１

ス
の
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
モ
ン
マ
ス
）
地
方
等
を
訪
問
す
る
平
成　

年
１４

度
海
外
派
遣
事
業
「
女
性
の
翼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
や
団
体
等
で
活
躍
す
る　

人
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
問
題
や
教
育
、
福
祉
、

１０

環
境
、
社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
ン
マ
ス
市
の
新
聞
紙
で
訪
英
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
地
元
の
話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。



3広報いしかわ　２月号

ジンジャーブレッド

花いっぱいのモンマス市商店街

モンマス市歓迎レセプションにて日本の歌や舞踊を披露 カーディフ城内で

・石川町を午前７時１５分出発。
成田空港を午後２時２０分
に出発し、ロンドンに現地
時間の午後６時１５分に到
着 

・ウェールズ地方のカーデ
ィフ市に移動し宿泊 

8
／
25
（
日
） 

・カーディフ市内を視察 
　〔カーディフ城、ビジター
センター、国民議会、キャ
ッスルアーケードなど〕 

8
／
26
（
月
） 
・ウスクに移動し、花の町を
視察 

・ヘイオンワイに移動し、古
書とアンティークの町を
視察 

・モンマスに移動し宿泊 

8
／
27
（
火
） 

・モンマス市内を視察 
　〔ネルソンミュージアム、
デイ・ケア・センター〕 
・ロンドンに移動し宿泊 

8
／
28
（
水
） 
・女性問題をテーマに視察 
　〔ジンジャーブレッド〕 
・ロンドン市内を視察 
　〔大英博物館〕 

8
／
29
（
木
） 
・ロンドン市内を視察 
　〔国会議事堂、ウエストミン
スター寺院、バッキンガム
宮殿、トラファルガー広場、
セントポール寺院など〕 
・ヒースロー空港を、現地
時間午後８時３０分に出発（機
中泊） 

8
／
30
（
金
） 

・成田空港に午後４時到着 
・石川町に午後１０時２０分到
着し、解散 

8
／
31
（
土
） 

行 程 表 

　

研
修
の
舞
台
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

面
積
が
日
本
の
３
分
の
２
、
人
口
が
２
分

の
１
で
伝
統
と
雄
大
な
自
然
美
を
兼
ね
備

え
中
世
の
姿
を
と
ど
め
た
町
並
み
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
歩
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
れ
ば
北
海
道
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
丘
陵
が
広
が
り
、
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
家
々

の
ベ
ラ
ン
ダ
の
窓
辺
に
は
美
し
い
花
が
咲

い
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
西
部
に
位
置
す
る
ウ
ェ
ー

ル
ズ
地
方
の
最
大
都
市
・
カ
ー
デ
ィ
フ
市

は
人
口
約　

万
人
。
活
気
に
満
ち
若
者
も

３０

多
く
、
企
業
進
出
・
開
発
が
進
み
、
人
々

に
流
れ
る
ケ
ル
ト
民
族
の
血
を
と
て
も
大

切
に
し
て
い
る
地
域
の
よ
う
で
す
。

　

当
地
方
の
南
西
に
位
置
す
る
モ
ン
マ
ス

市
は
、
人
口
約
７
千
人
の
町
で
、
町
中
を

流
れ
る
モ
ノ
ー
川
に
か
か
る　

世
紀
に
造

１３

ら
れ
た
モ
ノ
ー
橋
に
は
タ
ワ
ー
が
あ
り
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
名
物
の
一
つ
で
今
で
も
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
と
し
て
、

文
化
と
伝
統
の
中
心
都
市
と
し
て
栄
え
、

人
々
が
賑
や
か
に
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
面
積
は
日
本
の

３
分
の
２
、人
口
２
分
の
１

　

イ
ギ
リ
ス
の
郊
外
は
、特
有
の
な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
帯
が
広
が
り
、ふ
と
目
を
凝

ら
す
と
羊
の
群
れ
。人
口
よ
り
羊
の
数
の

方
が
多
い
と
い
う
説
明
も
う
な
ず
け
ま

し
た
。

｜
鈴
木
ナ
ル
ミ
｜
● 
塩　

沢
｜

　

花
の
町
ウ
ス
ク
、町
並
み
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
花
が
飾
ら
れ
見
事
で
す
。年
に
一

度
、コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
る
そ
う
で
す
。
私

た
ち
の
町
の
一
角
に
も
、こ
ん
な
所
が
あ

っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

｜
小
林　

す
み
｜
● 
沢　

井
｜

　

ヘ
イ
オ
ン
ワ
イ
の
町
は
世
界
最
大
の

古
本
の
町
と
し
て
有
名
で
あ
り
、町
中
に

本
屋
が
並
ん
で
い
ま
す
。野
外
に
も
本
棚

が
あ
り
、い
つ
で
も
誰
で
も
読
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
風
景
に
感
心
し
ま
し
た
。

｜
関
根
ヒ
サ
子
｜
● 
沢　

井
｜

　

言
葉
こ
そ
通
じ
な
い
苦
戦
の
日
々
で

し
た
が
、イ
ギ
リ
ス
人
の
人
情
と
心
の
豊

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。派
遣
者
と
し
て
国

際
的
視
野
を
持
ち
、積
極
的
に
社
会
貢
献

で
き
る
一
人
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

｜
小
豆
畑
澄
子
｜
● 
外
国
見
｜

　

花
の
町
ウ
ス
ク
。と
て
も
よ
く
花
を
咲

か
せ
て
い
て
、よ
く
見
れ
ば
日
本
の
花
と

全
く
同
じ
も
の
。
で
も
す
ご
く
大
輪
で
、

水
は
ス
イ
ッ
チ
一
つ
と
日
本
と
の
違
い

も
感
じ
ま
し
た
。

｜
有
松　

ノ
ブ
｜
● 
双　

里
｜

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�



4 広報いしかわ　２月号

　

石
川
地
方
で
は
「
資
源
循
環
型
社
会
」
の
構
築
を
目
指

し
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
埋
立
処
分
地
・
浸
出
水

処
理
施
設
）
及
び
粗
大
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
、
平
成　
１４

年　

月
１
日
か
ら
運
転
を
始
め
て
い
ま
す
。

１０

　

現
在
の
と
こ
ろ
順
調
に
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
行
わ
れ
、

可
燃
ご
み
の
量
も
減
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
分
別
方
法
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
み
な
さ
ん

の
地
域
で
説
明
会
が
行
わ
れ
、
慣
れ
親
し
ん
で
来
た
頃
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
建
設
地
域
に
あ
る
山
形
小
学
校
の
５
・
６
年
生

７
人
と
一
緒
に
、
ど
ん
な
施
設
な
の
か
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 ぼ

く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

��
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
��が
あ
り
ま

が
あ
り
ま
すす

協力をいただいた山形小学校５・６年生の
みなさん〔敬称略〕

�前列左から　高原里美、酒井瑞穂、牧野教子、
小豆畑成美

�後列左から　三森万里子先生、鈴木惇也、小
豆畑　裕、酒井将平

みなさんから一言「リサイクルについて、いろ
いろなことが分かりました。施設のなかは悪臭
が漂っていたので、リサイクルするごみは、き
れいに洗って、正しく分別して、出してほしい
と思います」

石
川
地
方
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
埋
立
処
分
地
・
浸
出
水
処
理
施
設
）粗
大
ご
み
処
理
施
設

平成
１４年

 

１０月
１日か

ら 

運転
中 



5広報いしかわ　２月号

最

終

処

分

場 

埋
立
処
分
地

　

埋
立
処
分
地
を
外
部
と
遮
断
す
る
た
め

の
遮
水
設
備
や
、
埋
立
処
分
地
に
降
る
雨

を
速
や
か
に
集
め
る
集
水
設
備
、
遮
水
シ

ー
ト
の
安
全
性
を
電
気
的
漏
水
検
知
シ
ス

テ
ム
で
確
認
し
て
い
る
な
ど
、
最
新
の
設

備
を
備
え
た
埋
立
処
分
地
で
す
。

焼
却
施
設
や
粗
大
ご
み
処
理
で
、

処
理
し
き
れ
な
い
ご
み
を
安
全
に

埋
め
立
て
る
た
め
の
施
設
で
す

浸
出
水
処
理
施
設

　

浸
出
水
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム

イ
オ
ン
を
取
り
除
き
、
汚
水
を
浄
化
し
微

生
物
に
よ
っ
て
有
機
物
を
分
解
。
砂
ろ
過

塔
で
浮
遊
物
質
を
取
り
除
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
活
性
炭
吸
着
塔
を
通
し
汚
れ
を
取
り

除
き
、
無
色
透
明
な
水
に
す
る
施
設
で
す
。

埋
立
処
分
地
よ
り
流
れ
て
く
る
浸

出
水
を
処
理
し
て
無
害
な
水
と
し

て
自
然
に
帰
す
施
設
で
す

　

平
成　

年　

月　

日
、
同
セ
ン
タ
ー
、
山
橋
地
区

１４

１０

１１

公
民
館
で
、
本
施
設
の
竣
工
式
並
び
に
竣
工
祝
賀
会

の
席
上
で
、
公
募
に
よ
っ
て
決
定
し
た
施
設
の
愛
称

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
�
き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
�
と
名
付
け
た
小

豆
畑
豊
さ
ん
（
山
形
）、
戸
賀　

良
茂
さ
ん
（
中
田
・

写
真
）
の
２
人
に
最
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
他　

人
に
優
秀
賞
、
佳
作
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

１１
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■施設概要　●施設名称：きららクリーンセンター
●所　在　地：石川町大字山形字大下５１０番地

●敷地面積：全体敷地面積　　９６，１０５．７㎡　　粗大ごみ処理施設　４，６２０．２㎡

　　　　　　埋立処分地　　　２２，１０２．６㎡　　搬入道路　　　　　７，３１２．９㎡

　　　　　　浸出水処理施設　　２，４０９．７㎡　　その他　　　　　　５９，６６０．３㎡

●着工／平成１３年１月　●竣工／平成１４年９月　●総事業費／３１億２千万円

処理能力：２４ｔ／５ｈ
建築面積：２，０５２．０㎡
延床面積：３，２９１．２㎡
対　象　ご　み
粗大ごみ、不燃ごみ、缶類、びん類、ペット
ボトル、その他のプラスチック、その他紙、
白色トレイ、発泡スチロール、紙パック、新
聞、雑誌
選別の種類
�不燃・粗大ごみ：４種分別（可燃物、不燃
物、鉄類、アルミ類）

�缶類：２種分別（スチール缶、アルミ缶）
�びん類：３種分別（無色びん、茶色びん、
その他びん）

処　理　方　式
�不燃・粗大ごみ：低速２軸式破砕＋高速回
転式破砕＋機械選別＋圧縮成型

�缶類：手選別＋機械選別＋圧縮成型
�ペットボトルその他のプラスチック：手選
別＋圧縮梱包

�その他紙類：手選別＋圧縮梱包
�白色トレイ・紙類他：保管

粗大ごみ処理施設
■ 埋立処分地
埋　立　面　積：　９，７００㎡
埋　立　容　量：５５，０００m3

埋立対象物：破砕不燃物・焼却残渣
埋　立　期　間：１５年

■ 浸出水処理施設
処　理　能　力：新設埋立地　５０m3／日
　　　　　　旧　埋　立　地　２５m3／日
建　築　面　積：３６７．２㎡
延　床　面　積：６０８．１㎡
処　理　方　式：カルシウム除去（凝集沈殿）＋

生物処理＋脱窒処理（接触ぱっ
気方式）＋凝集沈殿＋砂ろ過＋
活性炭吸着＋紫外線消毒

汚　泥　処　理：重力濃縮＋脱水

最終処分場
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

専
用
受
入
ホ
ッ
パ
に
投
入
さ
れ
、

手
選
別
で
異
物
除
去
し
圧
縮
梱
包

し
ま
す
。

缶
類

　

専
用
受
入
ホ
ッ
パ
に
投
入
さ
れ
、

選
別
機
で
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
に
選

別
し
圧
縮
成
型
し
ま
す
。

び
ん
類

　

専
用
受
入
ホ
ッ
パ
に
投
入
さ
れ
、

手
選
別
で
無
色
、茶
色
、そ
の
他
、残

渣
の
４
つ
の
バ
ン
カ
に
分
け
ま
す
。

不
燃
ご
み

粗
大
ご
み

　

不
燃
・
粗
大
ご
み
は
受
入
ホ
ッ
パ

に
投
入
さ
れ
副
破
砕
機
で
砕
き
、
可

燃
物
と
資
源
・
そ
の
他
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
可
燃
物
以
外
は
主
破

砕
機
で
さ
ら
に
細
か
く
さ
れ
、
選
別

機
で
資
源
、
不
燃
に
細
分
化
し
ま
す
。

（
回
収
さ
れ
た
資
源
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
く
し
ま
す
）

（
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
と
、
で

き
な
い
も
の
に
選
別
し
ま
す
）

回収された資源ごみを有効にリサイクル!!
粗 大 ご み 処 理 施 設 
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保
護
者
の
み
な
さ
ん
、お
名
前
の
確
認
を　
!!

も
う
す
ぐ 

一
年
生 

152人 

　

平
成　

年
度
の
新
入
学
児
童
は
、平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

１５

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
ご
確
認
い
た
だ
い
て
、
名
前
の
ま
ち
が
い
、
も
れ
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

藁
谷
綾
佳
、
小
池
茉
莉
亜
、
宗
像
美
希
、

瀬
谷
優
香
、
山
田
茂
家
、
鈴
木
直
哉
、

秋
山
和
樹
、
中
嶋
友
規
、
先　

華
子
、

矢
内
良
亮
、
大
和
田
里
歩
、
鈴
木　

望
、

近
藤
由
香
、
菊
池
涼
介
、
下
山
田
将
、

須
藤
夏
純
、
矢
吹
美
香
、
須
藤
栞
里
、

尾
亦
弘
樹
、
内
山
順
斗
、
阿
部
里
香
、

桑
田
陽
香
、
宗
田
真
奈
美
、
草
野
烈
史
、

山
崎
真
実
、
鈴
木
美
奈
三
、
大
竹
理
沙
、

矢
内
佑
輔
、
胡
口
栞
菜
、
佐
藤
匡
敏
、

酒
井
綾
子
、
星　

智
徳
、
溝
井
未
智
瑠
、

上
田
卓
海
、
和
泉
翔
大
、
斎
藤
未
奈
実
、

鈴
木
真
央
、
矢
部
く
る
み
、
八
木
沼
朱
理
、

大
沼
奈
菜
、
荒
木
春
菜
、
山
田
玄
太
、

山
田
奈
緒
、
大
島
幸
平
、
矢
内
祐
希
、

青
木
龍
哉
、
大
竹
成
美
、
瀬
谷
祐
介
、

本
間
崇
仁
、
大
平
賢
史
、
荒
川
菜
々
、

小
針
有
葵
、
田
子
誠
弥
、
添
田
百
恵
、

添
田
健
太
、
添
田
駿
兵
、
添
田　

慶
、

添
田
沙
織
、
伊
藤
秀　

、
馬
場
謙
太
、

鈴
木
美
奈
代
、
渡
辺
宏
子
、
坂
本
静
紀
、

本
郷
千
春
、
伊
藤
未
来
、
相
樂
真
未
、

添
田
麻
未
、
鈴
木
沙
由
里
、
添
田
実
音
、

栗
山
裕
美
、
藁
谷
義
明
、
根
本
莉
奈
、

大
野
陽
平
、
有
賀
絵
理
香

佐
藤
誉
晃
、
吉
田
克
幸
、
小
野
浩
暉
、

鈴
木
成
来
、
吉
田
聖
也
、
増
子
若
菜
、

大
塚
晴
希
、
大
森
み
さ
き
、
山
口
優
香
、

大
内
俊
哉
、
長
谷
部
夏
美
、
高
木
真
妃
、

藤
田
悠
希
、
菊
池
礼
花
、
野
内
竜
樹
、

吉
田
美
咲
、
根
本
ひ
ろ
の

石
川
小
学
校（　

人
）

７４

沢
田
小
学
校（　

人
）

１７

近
内
翔
大
、
太
田
直
人
、
草
野　

綾
、

木
戸　

剛
、
佐
口
真
生
、
蛭
田
達
弥
、

平
田
涼
介
、
佐
藤
郁
也
、
近
内
有
里
、

木
田
彩
香
、
円
谷
奈
々
、
熊
倉
真
理
奈
、

矢
吹
浩
尉
、
岩
谷
浩
輝
、
石
川
実
波
、

小
平
澪
来
、
南
條　

暉
、
中
塚
智
恵
、

中
塚
裕
加
里
、
関
根
芳
幸

野
木
沢
小
学
校（　

人
）

２０

渡
辺
泰
行
、
福
田
祥
乃
、
福
田
侑
加
、

塩
田
彩
乃
、
大
串
孝
行
、
芳
賀
智
幸
、

山
口　

藍

母
畑
小
学
校（
７
人
）

中
谷
第
一
小
学
校（　

人
）

１７

有
松
浩
輔
、
酒
井　

萌
、
杉
原
駿
男
、

塩
田
あ
か
ね
、
飯
島
万
里
子
、

川
人
奈
々
恵
、
草
野
妃
奈
子
、
川
人
尚
也
、

小
針
慎
太
郎
、
矢
吹
裕
太
、
矢
吹
亜
由
美
、

南
條
智
香
、
南
條
元
気
、
小
湊
里
紗
、

小
湊
紗
希
、
南
條
和
樹
、
南
條
亜
依
、

塩
田
直
也
、
瀬
谷
千
有
希
、
深
谷
奎
太
、

深
谷
あ
ず
さ
、
三
瓶
拓
也
、
瀬
谷
裕
綱
、

三
森
悠
平
、
瀬
谷
夏
美
、
瀬
谷
瑞
稀

中
谷
第
二
小
学
校（
９
人
）

山
形
小
学
校（
３
人
）

木
戸
彩
香
、

木
戸
彩
香
、

酒
井
研
弥
、

酒
井
研
弥
、

添
田

春

添
田　

春

南
山
形
小
学
校（
５
人
）

鈴
木
茉
耶
、
矢
内
ま
い
子
、　　

伸
幸
、

高
原
美
咲
、
小
木
菜
津
美

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

�
２
６
―
９
１
３
５

●
お
問
い
合
わ
せ
先
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み
な
さ
ん
は
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、

ほ
ど
よ
く
動
い
て
い
ま
す
か
。

　

現
代
は
、
車
社
会
や
家
事
等
も
便
利
に

な
っ
た
分
、
ま
す
ま
す
動
く
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
体
脂
肪
率
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
な
ど
気
に
な

る
数
値
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
症
状
の

出
な
い
今
の
生
活
の
中
で
、
し
っ
か
り
生

活
を
振
り
返
り
、
積
極
的
に
動
く
よ
う
に

し
て
い
か
な
い
と
生
活
習
慣
病
を
招
く
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

普
段
か
ら
適
度
に
運
動
し
て
い
る
人
で

は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

肥
満
等
の
生
活
習
慣
病
に

か
か
り
に
く
い
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

気
分
転
換
や
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
な
る
な
ど
、
多

く
の
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
に
お
い
て

は
、
歩
行
な
ど
日
常
生
活

身
体
活
動
と
運
動 

◯55◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て

２１

い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
号
で
は
、私
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
り
あ

１４

１２

い
の
深
い
、食
生
活
の
移
り
変
わ
り
を
背
景
と
し
た
望
ま
し

い
食
生
活
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
健
康
を
維
持
・
増
進
し
て
い
く
た
め
の
身

体
活
動
と
運
動
に
お
け
る
、望
ま
し
い
取
り
組
み
方
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

適
度
の
運
動
を
取
り
入
れ
て

に
お
け
る
身
体
活
動
が
、
寝
た
き
り
を
減

少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
健
康
を
維
持
、
増
進

す
る
た
め
に
、
ま
ず
日
常
生
活
の
中
で
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
第
一
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
余
裕
の
あ
る
時
間
を
利
用
し

て
趣
味
や
運
動
の
習
慣
化
を
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、身
体
活
動
・

運
動
に
関
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
特
に
、
若
い
年
代
ほ
ど
運
動
を
心

が
け
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、
体
力
に

合
わ
せ
た
運
動
強
度
、
時
間
、
頻
度
、
方

法
等
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
全
て
の
世
代
が
気

軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ

し
、
爽
快
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
、
継
続
し

た
運
動
習
慣
を
も
つ
人
を
増
や
す
よ
う
な

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
運
動
習
慣
の
普
及
啓
発

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
、

教
室
の
開
催

②
手
軽
に
で
き
る
運
動
の
紹
介

③
日
常
生
活
の
中
で
歩
く
機
会
を
増
や
す

こ
と
の
推
奨

④
身
体
を
動
か
す
仲
間
、
地
域
活
動
に
参

加
す
る
仲
間
づ
く
り

⑤
通
勤
２
㎞
以
内
の
マ
イ
カ
ー
規
制

⑥
体
力
テ
ス
ト
の
実
施

●
高
齢
者
の
身
体
活
動
を
増
や
す
た
め
に
、

「
歩
く
」
こ
と
の
推
進

①
高
齢
者
の
健
康
教
育
、
健
康
相
談
時
に

健
康
の
た
め
の
歩
き
方
を
普
及
啓
発

②
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進

●
健
診
の
結
果
で
運
動
の
必
要
な
人
（
ハ

イ
リ
ス
ク
者
）
へ
の
支
援

●
公
民
館
等
関
係
機
関
と
の
連
携

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

●
運
動
指
導
員
な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確

保

運動の回数（運動をしている人） 

無解答 
2％ 

ほぼ毎日 
40％ 

週3～4回 
20％ 

週1～2回 
38％ 

無解答 
2％ 

ほぼ毎日 
40％ 

週3～4回 
20％ 

週1～2回 
38％ 

20代 
11％ 

30代 
10％ 
40代 
12％ 

50代 
16％ 

60代 
17％ 

70代 
18％ 

80代 
16％ 

20代 
11％ 

30代 
10％ 
40代 
12％ 

50代 
16％ 

60代 
17％ 

70代 
18％ 

80代 
16％ 

運動を心がけている人の年代 

特に必要ない 
26％ 

運動が苦手 
15％ 身体の痛み 

15％ 

その他 
44％ 

特に必要ない 
26％ 

運動が苦手 
15％ 身体の痛み 

15％ 

その他 
44％ 

運動をしない人の理由 

運
動
習
慣
を
増
や
す
た
め
に
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申
請
は
平
成
15
年
1
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
支
援
費
制
度
 

平
成
15
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
る
制
度
を
目
指
し
て
、
平
成　

年
４

１５

月
か
ら
障
害
者
福
祉
制
度
が
新
た
な
制
度
に

変
わ
り
ま
す
。

　

申
請
は
今
年
１
月
か
ら
受
付
を
始
め
て
い

ま
す
が
、
詳
し
く
は
〔
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉

係　

�
２
６
―
９
１
２
３
〕
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

支
援
費
制
度
と
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
分
で
決
定
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
基

本
と
し
て
、
利
用
者
で
あ
る
障
害
者
が
事
業
者
と
の
対
等
な
関
係
に
基
づ
き
、
自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
契
約
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。

支
援
費
制
度
と
は

【
措
置
制
度
と
支
援
費
制
度
の
違
い
】

措
置
制
度

　

措
置
制
度
（
県
、
市
町
村
）
が
、
対
象

者
の
意
向
や
ニ
ー
ズ
を
判
断
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
先
を
決
定
し
ま
す
。

支
援
費
制
度

　

利
用
者
が
市
町
村
か
ら
支
援
費
支
給
決

定
を
受
け
た
後
、
事
業
者
・
施
設
を
自
ら

選
択
し
、
契
約
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
ま
す
。

1

2
4

5

6

7

3

措置

委託費

そち

いたくひ

措置

委託

そち

いたくひ
措置

委託

そち

いたく

相談
そうだん

受託
じゅたく

受託
じゅたく措置

そち

措置
そち

サービスの

提供
ていきょう

費用徴収
ひようちょうしゅう

受託

事業者・

施設

じゅたく

じぎょうしゃ

しせつ

対象者
たいしょうしゃ

措置権者
そちけんしゃ

指定 
してい 

1 情報収集

相談

じょうほうしゅうしゅう

そうだん

支援費の

支給申請

しえんひ

しきゅうしんせい

1 情報収集

相談

じょうほうしゅうしゅう

そうだん

支援費の

支給申請

しえんひ

しきゅうしんせい

支給決定
しきゅうけってい

契約
けいやく

サービスの提供
　　　　　　　　　　　　ていきょう

支援費の支払

（代理受領）

しえんひ　　　　　　しはらい　　　

　　だいりじゅりょう

2

4

5

6

7

3

利用者負担の支払
りようしゃふたん　　　　　　しはらい　　　　

指定

事業者・

施設

してい

じぎょうしゃ

しせつ

利用者
りようしゃ

市町村
しちょうそん

都道府県
とどうふけん

①
情
報
収
集
・
相
談
…
市
町
村
の
窓
口
等

で
、
情
報
収
集
や
相
談
を
行
う
。

②
支
援
費
支
給
申
請
…
市
町
村
に
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
毎
に
支
給
の
申
請
を
す
る
。

③
支
給
の
決
定
…
市
町
村
が
支
援
費
の
要

否
を
検
討
の
後
、
支
給
と
利
用
者
負
担
額

を
決
定
し
、
受
給
者
証
を
交
付
。

④
申
込
み
と
契
約
…
利
用
し
た
い
事
業

者
・
施
設
に
受
給
者
証
を
提
示
し
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
確
認
の
後
、
契
約
す
る
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
利
用
…
契
約
し
た
事
業
者
・

施
設
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。

⑥
利
用
者
負
担
の
支
払
…
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
事
業
者
・
施
設
に
利
用
者
負
担
を
支

払
う
。

⑦
支
援
費
の
支
払
…
市
町
村
が
支
援
費
を

事
業
者
・
施
設
に
支
払
う
。（
代
理
受
領
）

サ
ー
ビ
ス
利
用
の

手
続
は
？

支
援
費
制
度
の

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

施設訓練支援サービス居宅生活支援サービスサービスの種類

関係法令

身体障害者更正施設

身体障害者授産施設
（小規模通所授産施設を除く）

身体障害者療護施設

身体障害者居宅介護等事業
（ホームヘルプ）

身体障害者デイサービス事業

身体障害者短期入所事業
（ショートステイ）

身体障害者
福 祉 法

知的障害者更正施設

知的障害者授産施設
(小規模通所授産施設を除く )
知的障害者通勤寮

心身障害者福祉協会が設置する
福祉施設

知的障害者居宅介護等事業
(ホームヘルプ )

知的障害者デイサービス事業

知的障害者短期入所事業
(ショートステイ )

知的障害者地域生活援助事業
(グループホーム )

知的障害者
福 祉 法

※障害児の施設サービスは措置制度の
ままです。

児童居宅介護等事業
(ホームヘルプ )

児童デイサービス事業
児童短期入所事業

(ショートステイ )

児童福祉法
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月
７
日
、
開
所
１
周
年
を
迎
え
る
障
害
者
の

１２
小
規
模
作
業
所
き
ら
ら
ハ
ウ
ス
で
、
感
謝
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
荷
づ
く
り
紐
で
作
っ
た
か
ご
や
焼

杉
の
プ
ラ
ン
タ
ー
、
縁
起
も
の
紅
白
三
角
だ
る
ま

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
お
披
露
目
し
、
販
売
し

た
も
の
で
、
あ
ぶ
く
ま
安
心
館
（
長
久
保
）、
お

ふ
く
ろ
の
駅
（
古
殿
町
）
や
こ
ぶ
し
の
里
（
玉
川

村
）
で
は
常
時
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
作
業
所
の
利
用
登
録
者
は
郡
内
の　

代
か

２０

ら　

代
の　

人
（
男
９
・
女
３
）
で
、
職
員
の
ほ

５０

１２

か　

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
家
族
会
が
運
営
し

１５
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
小
規
模
作
業
所

き
ら
ら
ハ
ウ
ス
が
１
周
年

　
　

月　

日
、
ホ
テ
ル
松
多
屋
で
「
食
と
農
を
考

１２

２１

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
」
が
行
わ
れ
、
そ
の

席
上
で
町
内　

人
（
郡
内
１
１
６
人
）
の
農
業
者

３４

に
対
し
、
県
か
ら
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
と
し
て

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
政
対
策
本
部
の
主
催
。

持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
計
画
が

認
証
さ
れ
、
ト
マ
ト
な
ど
は
生
物
農
薬
（
ボ
ト
キ

ラ
ー
）
を
使
用
し
化
学
農
薬
を
削
減
、
り
ん
ご
や

梨
な
ど
は
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
を
使
用
し
殺
虫
剤

を
削
減
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

石
川
地
方
は
安
全
・
安
心
を
目
指
す
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
の
県
内
ト
ッ
プ
の
地
域
に
な
り
ま

し
た
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー　

人
を
認
定
し

３４

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

　
　

月　

日
〜　

日
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

１２

１４

１８

ウ
ェ
ス
ト
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ン
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の

生
徒
と
引
率
者　

人
が
来
町
し
ま
し
た
。

２０

　

石
川
中
と
姉
妹
校
を
結
び
石
川
中
・
沢
田
中
生

徒
な
ど
が
、
国
際
交
流
事
業
と
し
て
毎
年
同
校
に

訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
わ
が
町
が
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
行
は　

歳
〜　

歳
ま
で
の　

人
（
男
４
・
女

１３

１８

１６

　

）
と
関
係
者
４
人
で
、
４
泊
５
日
で
ホ
ス
ト
フ

１２ァ
ミ
リ
ー　

軒
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
石
川
・
沢

２０

田
中
生
徒
と
の
交
流
と
学
習
、
日
光
観
光
な
ど
、

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ウ
ェ
ス
ト
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ン
ト

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
が
来
町
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１
月　

日
、
石
都
々
古
和
気
神
社
社
務
所
で
、

１０

平
成　

年
石
川
地
方
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

１５

れ
ま
し
た
。

　

各
町
村
長
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
機
関
、
団
体

な
ど
か
ら　

人
が
参
加
。
石
川
地
方
町
村
会
長
の

３０

西
牧
立
博
町
長
ら
４
人
が
玉
櫛
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
一
年
間
に
石
川
地
方
で
発
生
し
た
交
通

死
亡
事
故
は
、
７
件　

人
と
多
か
っ
た
た
め
、
参

１０

列
者
は
「
干
支
に
あ
や
か
り
、
穏
や
か
で
静
か
な

年
に
し
た
い
」
と
無
事
故
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

無
事
故
へ
の
願
い
を
込
め
て

交
通
安
全
祈
願

　

１
月　

日
、
ホ
テ
ル
松
多
屋
で
第　

回
石
川
町

１２

５５

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
出
席
し
た
新
成
人
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
友
だ
ち
と
の
再
会
に
、
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
西
牧
立
博
町

長
か
ら
長
谷
部
秀
幸
さ
ん
（
下
泉
）、
根
本
美
香

さ
ん
（
沢
井
）
に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
近
内

孝
司
さ
ん
（
中
野
）、
十
文
字
律
子
さ
ん
（
南
山

形
）
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

成
人
者
が
実
行
委
員
と
な
り
企
画
し
た
「
は
た

ち
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第　

回
石
川
町
成
人
式

５５
２
７
２
人
に
成
人
証
書
を
授
与

　

１
月
５
日
、
南
町
大
通
り
で
町
消
防
団
の
出
初

め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
団
と
６
分
団
か
ら
約
５
３
０
人
が
参
加
。
殉

職
団
員
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
西
牧
立
博

町
長
、
永
瀬
謙
助
団
長
、
塩
田
金
次
郎
県
議
ら
が

点
検
し
ま
し
た
。
分
列
行
進
を
し
た
あ
と
、
消
防

活
動
に
貢
献
の
あ
っ
た
町
民
ら
を
町
長
表
彰
、
団

長
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

◆
町
長
表
彰
▼
感
謝
状
＝
蛭
田
照
子
（
板
橋
）
▼
分
団
対
抗
無
火
災
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
銀
賞
＝
野
木
沢
分
団
◆
団
長
表
彰
▼
感
謝
状
＝
桑
沢

春
子
（
北
山
）
▼
表
彰
状
＝
沢
田
分
団
第
３
部
▼
功
績
章
＝
棚
瀬
一
貴

（
本
団
）
添
田
美
智
恵
（
同
）
桑
沢
芳
子
（
同
）
中
田
晶
子
（
同
）
首

藤
剛
太
郎
（
石
川
）
深
谷
博
之
（
同
）
山
田
善
正
（
同
）
熊
井
徳
光

（
同
）
角
田
栄
太
郎
（
中
谷
）
添
田
喜
洋
（
山
橋
）
曲
山
智
重
（
野
木

沢
）
▼
消
防
施
設
整
備
優
秀
賞
＝
石
川
分
団
第
７
部
、
同
第
８
部
、
中

谷
分
団
第
２
部
、
同
第
３
部
、
同
第
４
部
、
山
橋
分
団
第
４
部
▽
同
努

力
賞
＝
中
谷
分
団
第
５
部
、
山
橋
分
団
第
１
部
、
沢
田
分
団
第
１
部
、

母
畑
分
団
第
１
部
、
同
第
３
部
、
野
木
沢
分
団
第
２
部

町
消
防
団
が
出
初
め
式

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
２
人
授
か
り
、
孫
が
５

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結

２７

１１

婚
。
戦
後
飛
行
場
の
跡
地
の
開
墾

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
豆
、
粟
、
い
も

な
ど
を
作
り
、
そ
の
後
は
酪
農
、
加
工

ト
マ
ト
な
ど
も
や
り
ま
し
た
。　

歳
の

３０

時
、
緑
化
木
の
生
産
流
通
業
を
開
業
、

　

年
間
や
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
名
山

４０に
登
り
今
で
も
や
っ
て
い
ま
す
。

君
代
さ
ん　

何
事
も
夫
婦
二
人
三
脚
で

過
ご
し
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

佐
夫
さ
ん　

ク
レ
イ
射
撃
で
す
。

君
代
さ
ん　

温
泉
旅
行
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

北
須
川
・
今
出
川
の
桜
並
木
や
地

元
の
一
夜
舘
の
城
跡
か
ら
眺
め
る

春
・
秋
の
那
須
連
峰
の
夕
日
が
い
い
で

す
ね
。町

政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

下
水
道
の
早
期
整
備
を
望
み
ま
す
。

職
業
▽
町
立
保
育
所
で
、
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
の
保
育
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

学
生
時
代
に
や
っ
て
い
た
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
、
久
し
ぶ
り
に
や
り
始

め
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
友
だ
ち

と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
へ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

友
だ
ち
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
所
へ

出
か
け
た
り
、
家
族
み
ん
な
で
温

泉
へ
行
っ
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

若
者
が
働
け
る
場
所
を
増
や
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

意
志
が
強
く
頼
れ
る
人
。
笑
顔
が

ス
テ
キ
な
人
が
い
い
で
す
ね
。

次
回
は
緑
川
さ
ん
の
紹
介
で
、
橋
本　

勝
友
さ
ん
で
す
。

佐
川　

佐
夫
さ
ん（　

歳
）

７１

　
　
　

君
代
さ
ん（　

歳
）

７０

住
所
／
赤
羽
字
古
宿

山形字大下

緑川　幸子さん（２１歳）

添田　啓介    ちゃん
けいすけ

山形字松原　　　　　　　　　
繁信さん・恵美さんの長男　　
平成１３年１０月８日生まれ　　　
「私たちの大事な宝物。君の笑
顔が元気の源。元気にすくすく
と育ってね。」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

明
治
の
末
期
、
石
川
郡
中
谷
村
（
現
石
川
町
）
双
里
の
農
家
。

８
人
兄
弟
（
男
５
人
・
女
３
人
）
男
の
長
男
。
５
人
が
健
在
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

昭
和
９
年
水
郡
線
が
開
通
。
石
川
小
唄
を
作
詞
（
作
曲
星
平

三
郎
）　

年
石
川
音
頭
を
作
詞
（
作
曲
竹
島　

翠
、
振
付
若
柳

２１

吉
芳
治
、
歌　

西
牧
つ
ね
子
）　

年
３
月
、
産
経
新
聞
定
年
退

４２

社
。
４
月
県
広
報
協
会
嘱
託
「
月
刊
ふ
く
し
ま
」
編
集
主
幹
。

　

年
石
川
町
民
の
歌
作
詞
（
作
曲　

岡
部
富
士
夫
、
歌　

高
橋

４９啓
三
）　

年
福
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
旗
揚
げ
に
参
加
。　

年
機
関

５３

５５

誌
福
島
新
聞
人
Ｏ
Ｂ
文
集
創
刊
。　

年
福
島
稲
荷
神
社
境
内
に

６３

先
覚
者
慰
霊
の
ペ
ン
塚
建
立
。
平
成
元
年
３
月
、
嘱
託
を
辞
す
。

５
月
福
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
。
４
年
「
初
見
・
再
見
福
島
県
」

（
題
字
佐
藤
栄
佐
久
知
事
）
出
版
。
県
・　

市
町
村
庁
舎
写
真

９０

展
（
東
邦
銀
行
本
店
）
９
年
５
月
福
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
創
立　

周
２０

年
記
念
大
山
忠
作
画
伯
文
化
講
演
会
（
福
島
テ
ル
サ
）　

年
５

１４

月　

日
同　

周
年
記
念
丘
灯
至
夫
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
同
）。
同

１８

２５

日　

歳
を
機
に
会
長
辞
任
、
名
誉
会
長
に
。
６
月
同
窓
の
芸
術

９０
新
聞
社
社
長
・
小
針
代
助
氏
代
理
で
学
法
石
川
高
校
創
立
１
１

０
周
年
を
祝
し
、
森
涼
校
長
に
大
山
画
伯
の
「
蓬
莱
朝
陽
」
を

贈
呈
（
鈴
木
秀
次
会
長
同
席
）

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

５
月　

日
、
ペ
ン
塚
前
で
行
う
慰
霊
祭
に
向
け
先
覚
者
の
確

１７

認
、
物
故
会
員
の
名
簿
作
り
と
同
日
発
行
さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
文
集　
２４

号
に
三
無
斎
覚
書
（
連
載
）
執
筆
、
写
経
な
ど
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

先
ず
、
い
つ
も
ど
こ
も
綺
麗
で
活
気
あ
る
町
に
。
長
期
的
に

は
志
大
き
く
天
下
を
睨
ん
だ
石
川
町
な
ら
で
は
の
人
づ
く
り

を
、
根
気
よ
く
。
山
口
県
萩
市
は
人
口
４
万
、
総
理
大
臣
が
４

人
。
源
は
吉
田
松
陰
開
設
の
松
下
村
塾
に
発
し
て
い
る
。

懐
郷
無
限
「
町
民
の
歌
」
は
ふ
る
さ
と
賛
歌

天
下
睨
ん
だ�
人
づ
く
り
�を

福島市 岡部　俊夫さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

多
摩
川
に
沿
っ
て
東
京
都
と
横
浜
市

に
挟
ま
れ
、
臨
海
地
域
の
鉄
鋼
・
石
油

精
製
・
化
学
な
ど
の
素
材
系
産
業
、
内

陸
地
域
の
電
気
機
械
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク

型
産
業
が
数
多
く
立
地
し
て
い
る
、
人

口
約
１
２
３
万
人
の
神
奈
川
県
川
崎
市

で
す
。

　

実
家
の
近
く
に
は
、
鉄
道
が
２
路
線

あ
り
、
都
心
ま
で　

分
〜　

分
と
便
利

２０

３０

の
良
い
所
で
す
。
依
然
開
発
が
進
み
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ
地
域
で
す
。

北
部
に
は
梨
畑
が
あ
り
変
化
に
富
ん
だ

地
域
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成　

年
３
月
に
来
ま
し
た
。

１４

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

住
宅
物
件
を
探
す
際
に
賃
貸
情
報
が

少
な
く
苦
労
し
ま
し
た
が
、
住
ん
で
み

る
と
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
は
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
れ
、
親
し
み
や
す
く
過

ご
し
や
す
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
と
過
ご
す
公
園
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
や
住
民
健
診

情
報
な
ど
、
大
切
な
情
報
は
転
入
し
た

際
に
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

双
里
字
谷
津
前

長
沼　

浩
子
さ
ん

鈴木　奏汰朗     ちゃん

そうたろう

和久　　　　　　　　　　　　
卓司さん・由佳理さんの長男　
平成１３年１１月３０日生まれ　　
「これからもスクスク元気に大
きくなってね！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲森涼校長に「蓬莱朝陽」を贈呈

13広報広報いしかわ ２月号いしかわ　２月号

神奈川県川崎市神奈川県川崎市
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と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
目
先

の
流
行
で
は
な
く
、
長
く
続
け
て
い
く
心

が
け
も
大
切
な
こ
と
と
思
い
、
一
人
ひ
と

り
が
障
害
を
持
つ
人
々
の
気
持
ち
に
な
っ

て
活
動
を
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
わ
が
町
で
も
現
実
化
し

て
い
る
な
か
で
、
何
年
か
前
に
町
の
保
健

福
祉
課
で
行
っ
た
介
護
す
る
人
々
の
集
い

で
は
、
同
じ
境
遇
の
人
た
ち
と
の
中
で
、

話
し
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
み
て
込
み
あ

げ
る
も
の
を
感
じ
涙
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
老
人
介
護
も
、
介
護
す
る
人
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
が
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
か
け
ら
れ
た
ら
、
介
護
す
る
人
も
と
て

も
心
休
ま
る
思
い
が
す
る
と
思
い
ま
す
。

時
間
の
許
す
限
り
、
こ
の
よ
う
な
集
い
を

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

経
済
が
も
う
少
し
潤
い
、
現
在
の
よ
う

に
の
ん
び
り
と
、
自
然
の
な
か
に
と
け
込

ん
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ま

た
、
近
年
各
養
護
施
設
等
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
人
口
も
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

障
害
を
持
ち
な
が
ら
色
々
な
活
動
を

し
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
子

ど
も
た
ち
に
感
心
し
な
が
ら
、
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

春
に
桜
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
今
出
川

の
桜
並
木
は
町
外
に
も
誇
れ
る
場
所
で

あ
り
、
ま
た
自
宅
か
ら
見
る
山
々
が
四

季
折
々
に
変
わ
る
様
も
、
な
ん
と
も
言

え
な
い
の
ど
か
さ
が
あ
り
好
き
な
所
で

す
。
毎
年
行
う
石
都
々
古
和
気
神
社
の

祭
礼
、
特
に
各
町
か
ら
の
神
輿
が
集
結

し
て
、
南
町
大
通
り
で
行
う
「
み
こ
し

パ
レ
ー
ド
」
は
迫
力
が
あ
り
、
若
者
た

ち
の
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
り
、
元
気
を
も

ら
え
る
思
い
で
好
き
で
す
。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

自
宅
が
、
温
泉
旅
館
業
を
営
ん
で
い

る
の
で
、
旅
館
の
仕
事
全
般
に
た
ず
さ

わ
っ
て
い
る
傍
ら
、
猫
啼
地
区
の
婦
人

会
長
と
し
て
、
会
員
の
交
流
や
近
く
に

あ
る
養
護
学
校
に
お
い
て
、
各
種
ボ
ラ

　

熊
本
県
宮
原
町
は
、
面
積
９
・　
８９

 
㎞ 
の
区
域
に
、
山
林
、
丘
陵
に
展
開

2

す
る
里
山
、
平
野
に
広
が
る
田
畑
、

そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
氷
川
の
水
の
恵
み

な
ど
が
織
り
な
す
豊
か
な
自
然
環
境
、

温
暖
で
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
気
候
、

そ
し
て
、
暮
ら
し
の
環
境
や
文
化
な

ど
、
す
べ
て
を
町
の
宝
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
宝
を
守
り
磨
き
上
げ
て
、

後
世
に
継
承
し
、
愛
す
る
宮
原
を
永

遠
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
誇
り
高
い

宮
原
人
の
責
務
と
し
て
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
夢
と
知
恵
、
ま
ち
へ
の
想

い
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
手
づ
く
り
の

新
総
合
振
興
計
画
「
小
さ
な
ま
ち
の

大
い
な
る
挑
戦
」
に
基
づ
い
て
、
町

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
を
よ
り

一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
の
考
え
方
を
共
有

し
、
秩
序
あ
る
土
地
の
利
用
を
誘
導

す
る
仕
組
み
な
ど
を
定
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
来
た
こ
と
か
ら
、
町

民
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
高
い
意

識
を
持
ち
、
自
ら
で
考
え
、
決
定
し
、

責
任
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
「
宮
原
町
を
守
り
磨
き
上
げ
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
定
め
ま
し
た
。

熊本県宮原町を
守り磨き上げる
まちづくり条例

介
護
す
る
人
々
を
地
域
全
体
で
支
え

心
休
ま
る
時
間
を
与
え
て
あ
げ
た
い

諸
岡
則
子
さ
ん
●
猫
啼

▲特別養護老人ホームさくら荘でのボランティアの
　ようす（学法石川高柔道部のみなさん）

▲桜並木が美しいあさひ公園
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経
て
、
同
年　

月
二
回
目
の
県
会
議
員

１０

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
年　

年
に
は
石
川
郡
蚕
系
業
組
合

２０

長
に
当
選
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
吉

田
家
に
は
蚕
系
業
組
合
関
係
の
文
書
が

多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
産
馬

事
業
に
も
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
明
治

　

年
代
に
本
県
の
養
蚕
、
製
糸
業
は
大

２０発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
石
川
郡
は
そ

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同　

年
に
は　

歳
で
市
町
村
施
行
に

２２

４５

よ
る
初
代
石
川
村
長
に
推
さ
れ
ま
し
た
。

同　

年
６
月
の
石
川
義
塾
の
開
設
以
後
、

２５
塾
主
と
し
て
森
嘉
種
を
支
え
た
こ
と
は

特
筆
に
値
し
ま
す
。

　

日
下
知
事
が
訪
問
し
た
明
治　

年
当

２６

時
、
こ
の
こ
ろ
は
名
誉
職
で
あ
っ
た
石

川
村
長
で
し
た
。
吉
田
は
家
職
の
神
官

の
ほ
か
、
村
政
の
み
な
ら
ず
養
蚕
・
馬

産
等
の
地
場
産
業
の
育
成
、
教
育
の
振

興
に
没
頭
し
、
町
長
在
職
中
の
同　

年
２８

　

月
の
急
死
ま
で
、
心
身
を
休
め
る
こ

１０と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
任
知
事
の
石
川
郡
巡
視

　
「
日
下
知
事
の
一
行
」と
い
う
見
出
し

で
始
ま
る
記
事
は
次
の
通
り
で
す
。

　

同
一
行
に
は（
中
略
）途
中
泉
村
曲
山

甚
三
郎
氏
方
に
立
ち
寄
り
昼
食
を
為
し
、

そ
れ
よ
り
石
川
よ
り
の
出
迎
え
、官
吏

と
と
も
に
午
後
二
時
石
川
に
着
し
直
ち

に
郡
役
所
、
警
察
署
、
直
間
税
分
署
及

び
養
蚕
家
西
牧
要
吉
、
吉
田
光
一
、
久

野
長
蔵
等
の

養
室
を
も
巡

視
し
古
石
屋

方
へ
一
泊
、

翌
日
は
高
等

小
学
校
を
巡

視
の
上
、
直

ち
に
棚
倉
へ

向
け
出
発
し

た
り
と
（
後

66

編
纂
室
だ
よ
り 

　

現
在
、
町
史
編
纂
室
で
は
少
し
ず
つ
新
聞
資
料
の
収
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

県
立
図
書
館
に
は
数
種
類
の
新
聞
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
福
島

民
報
」
の
明
治　

年
（
１
８
９
３
）
６
月
８
日
版
か
ら
、
当
時
の
石
川
地
方
の

２６

様
子
が
う
か
が
え
る
記
事
（
表
記
を
一
部
改
め
て
い
ま
す
）
を
紹
介
し
ま
す
。

略
）。

　

日
下
義
雄（
く
さ
か
よ
し
お
）知
事
は

初
め
て
の
本
県
出
身
の
知
事
。岩
越
鉄

道（
磐
越
西
線
）の
敷
設
と
養
系
業
の
振

興
に
尽
力
し
ま
し
た（
高
橋
哲
夫
氏『
ふ

く
し
ま
知
事
列
伝
』）。
養
蚕
家
訪
問
は

政
策
の
一
端
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

久
野
長
蔵
宅
は
南
町
に
あ
り
、
江
戸

時
代
以
来
旅
館
を
営
み
、
河
野
広
中
が

止
宿
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
西
牧
要
吉
は
未
知
の
人
物
な
の
で
、

ご
存
じ
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

古
石
屋
は
現
在
の
石
川
郵
便
局
所
在
地

に
あ
り
ま
し
た
。

民
権
以
後
の
吉
田
光
一

　

吉
田
は
明
治　

年
の
福
島
・
喜
多
方

１５

事
件
に
よ
る
逮
捕
、
そ
の
釈
放
後
に
お

こ
さ
れ
た
、
官
吏
侮
辱
罪
と
い
う
言
い

が
か
り
に
よ
る
同　

年
ま
で
の
入
獄
を

１９

パ
ー
ト
◯ 11

　

平
成　

年　

月
、
体
験
活
動
・
ボ

１４

１０

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
が

石
川
町
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
青
少
年
の
体
験
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
団
体
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
学
習
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
人
材
を
派

遣
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

そ
の
業
務
を
行
う
た
め
の
「
い
し

か
わ
子
ど
も
体
験
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
教
育
委
員
会
内
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

開
館
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
で
、
原
則

火
曜
日
は
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方

針
を
決
定
し
、
活
動
内
容
等
を
話
し

合
う
協
議
会
の
開
催
、
人
材
の
発
掘

及
び
登
録
、
派
遣
、
情
報
紙
の
発
行

な
ど
学
校
の
体
験
学
習
を
支
援
す
る

た
め
の
活
動
が
主
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

人
材
（
指
導
者
）
の
募
集
に
も
力

を
入
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
は
学
校
を
中
心
に
公
民
館

や
町
内
各
種
団
体
等
へ
も
体
験
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
指
導
者
と
し
て
人
材
を

派
遣
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
の
力
に　

石
川
町
教
育
委
員
会

本県知事時代の日下（高橋哲夫氏諸書による）

養
蚕
家
・
吉
田
光
一

▲中谷一小指導者派遣

センター活用方法 

窓口 

人材名簿 

いしかわ子ども体験活動 
サポートセンター 

石川町教育委員会 
生涯学習係 

指
導
者 

⑤
支
援
・
指
導 ③

指
導
者
派
遣
承
諾 

①
指
導
者
の
照
会 

相
談 

②
連
絡
・
調
整 

回
答 

依
頼
者 

指
導
者 

利用団体【依頼者】 

学
　
　
校 

公

民

館

 

各
種
団
体 

④打ち 
　　合わせ 
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食
の
省
エ
ネ
で
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ 

44

動
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
日
本
は
、

　

年
に
そ
の
内
容
を
７
年
ぶ
り
に
改
訂

０２し
ま
し
た
。

　

新
戦
略
は
、
里
山
の
雑
木
林
や
農
耕

地
な
ど
人
手
が
加
わ
っ
た
身
近
な
自
然

に
つ
い
て
も
人
里
離
れ
た
原
生
林
な
ど

と
同
様
、
貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
と
し

て
保
全
、
回
復
し
て
い
く
意
義
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
外
来
種

「
排
除
」
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
点
も

特
色
で
す
。

　

外
来
種
問
題
と
し
て
は
、
釣
り
愛
好

家
が
持
ち
込
ん
だ
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
日

本
古
来
の
タ
ナ
ゴ
類
を
駆
逐
し
て
い
る

例
が
有
名
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
外
国

産
の
昆
虫
や
鳥
が
逃
げ
、
交
雑
な
ど
で

生
態
系
を
か
く
乱
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
お
り
、
駆
除
と
い
う
強
硬
手
段
が
避

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

地
球
上
の
生
物
種
は
知
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
も
１
７
５
万
種
、
未
確
認
の
も

の
を
含
め
る
と
３
０
０
０
万
種
に
上
り

ま
す
。
こ
れ
ら
多
様
な
生
物
は
微
生
物

か
ら
樹
木
、
魚
、
鳥
や
大
型
哺
乳
類
に

至
る
ま
で
、
相
互
に
依
存
し
合
う
「
生

態
系
」
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
態
系
が
今
、
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
間
に
よ
る
自
然
破
壊

が
原
因
で
、
種
の
絶
滅
が
凄
ま
じ
い
勢

い
で
進
ん
で
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
の
熱
帯
林
減
少
に
伴
う
種
の
消
失
は

特
に
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
状
況
を
是
正

し
よ
う
と　

年
に
採
択
さ
れ
た
国
際
的

９２

取
り
決
め
が
「
生
物
多
様
性
条
約
」
で

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

条
約
は
加
盟
国
に
、
生
態
系
保
全
の

国
家
戦
略
作
り
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

南
北
に
細
長
い
地
形
に
９
万
種
以
上
の

購　

入
―
車
で
買
い
に
行
く
と
ガ
ソ
リ
ン
を
使
い
ま
す

　
　
　
　

時
季
外
れ
の
野
菜
や
果
物
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す

保　

存
―
冷
蔵
庫
は
一
年
中
電
気
を
使
い
ま
す

調　

理
―
調
理
に
も
ガ
ス
や
電
気
を
使
い
ま
す

後
処
理
―
皿
洗
い
の
お
湯
に
も
ガ
ス
や
電
気
を
使
い
ま
す

廃　

棄
―
食
品
廃
棄
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ム
ダ
に
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案
―
そ
の
３

１８

　

見
る
必
要
の
な
い
と
き
に
も
テ
レ
ビ

を
つ
け
っ
放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

１
日
１
時
間
テ
レ
ビ
の
使
用
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

　

一
日
一
世
帯
当
た
り
の
食
生
活
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
は
、
７
６
６
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
冷
蔵
庫
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
湯
沸
器
、
こ
の
３
つ
が
多
く
占
め
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
省
エ
ネ
を
心
が
け
よ
う
と
す
る
と
大
変

で
す
が
、
た
く
さ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
気

を
つ
け
れ
ば
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
食
品
廃
棄
を
減
ら
す
こ
と
や
、

食
事
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
も
、「
食
の
省
エ
ネ
」

を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

2
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　

地
球
温
暖
化
や
資
源
の
減
少
な
ど
、
い
ま
地

球
が
か
か
え
る
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
上
手
な
暮
ら
し
方
「
ス
マ
ー
ト
ラ

イ
フ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
簡

単
に
で
き
る
ヒ
ン
ト
を
、
毎
日
の
生
活
に
最
も

身
近
な
「
食
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
探
っ
て
み

ま
し
た
。
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
、
お
い
し
い
食
卓
に
省
エ
ネ
を
プ

ラ
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

食
生
活
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
ま
す

　

食
生
活
で
ど
れ
く
ら
い

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
の
？

不
必
要
な

テ
レ
ビ
の

つ
け
っ
放
し
を

控
え
ま
し
ょ
う

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
と
は
？

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
が
ま

ん
」
や
「
節
約
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
も
っ
と
地
球
規
模

で
か
考
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
効
率
的
に
使
い
、
賢
く
シ

ン
プ
ル
な
生
活
を
実
践
し

て
い
こ
う
と
い
う
新
し
い

省
エ
ネ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
こ
と
で
す
。

調理器具調理器具 
３６％ 
調理器具 
３６％ 

お湯の保温１％ 

ご飯の保温１％ 

購入段階 
５％ 
購入段階 
５％ 

炊飯２％ 

お湯の沸騰１％ 
（電気ポット） 

湯沸器湯沸器 
１９％ 
湯沸器 
１９％ 

冷蔵庫冷蔵庫 
３５％ 
冷蔵庫 
３５％ 

食生活の 
エネルギー使用料 
（世帯１日当たり） 
７６６０kcal

冷
蔵
庫
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
湯
沸
器
で
、

使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の　

％
８６
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笑う門には福（健康）きたる 

よく笑う生
活は　　　

　　

がんになり
にくい

って本当か
ね？

　よく笑うと人間が本

来もっているナチュラ

ルキラー(ＮＫ)細胞活性

などのがんを即く能力が高まるとの研究報告があ

ります。逆に、ストレスの多い人はＮＫ細胞活性が

低くなり、病気に対する抵抗力が弱まることもわか

っています。ストレスを解消するため、あなたなり

の笑いとユーモアのある生活をみつけてはどうで

しょうか。 

 

保険税の納付は口座振替で 
口座振替にすれば、保険税は金融機関から 
自動的に振込まれるので便利で安心です 
 

手続き 
は 

カンタン！ 

１　石川町指定の金融機関を確認し 
２　保険税の納付書、通帳、印かん通帳印をもって、 
３　金融機関にある口座振替依頼書に記入をして、申込む。 
★残高が不足していると、引き落としができないので注意しましょう。 

ヒント
音楽でストレス解消 

音楽は心身の疲労暖和やストレ
スを解消するとともに、NK細胞
活性を高めることがわかってい
ます。ストレス解消に、音楽療法
にも使われる次のような曲を鑑
賞してみましょう。 

●バッハ「G線上のアリア」 
●マスネー「タイスの瞑想曲」 
●グルッグ「精霊の踊り」 
●ラフマニノフ「ウォ゙ーカリーゼ」 
●グリーグ「ソルウェ゙イグの歌」 
 

ストレスがからだに 
変調をきたすのはなぜ？ 

強いストレスで血圧や血糖値が下がり一時的

なショック状態になる。さらにストレス状態が

続くと… 

 

ホルモン(コルチゾールやアドレナリンなど)

が分泌され、ショック状態から立ち直らせよう

とする。 

 

ホルモン分泌量が通常の何倍以上にも増加し、

ストレスへの抵抗力を高める。 

 

さらにストレスが長く強く続くと、この抵抗力

が落ちてストレス症状(頭痛、めまい、肩こり、

神経痛、脱毛、動悸、安感、不眠、便秘、下痢な

ど)を発症する。 

 

　

痴
呆
の
方
を
介
護
す
る
年
代
に
な
る

と
、
介
護
者
も　

代
か
ら　

代
の
年
代

６０

７０

に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
自
身
も
少
し

ず
つ
体
調
の
変
化
や
、
疲
れ
を
感
じ
る

年
代
な
の
で
、
介
護
と
向
き
合
う
に
は
、

周
り
の
協
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
痴
呆
の
人
の

配
偶
者
が
看
る
こ
と
に
な
る
と
、
さ
ら

に
高
齢
な
の
で
大
変
な
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。

　

特
に
、
痴
呆
の
特
徴
と
し
て
、
一
番

心
を
許
し
て
い
る
身
近
な
人
に
、
強
く

症
状
が
出
て
、
た
ま
に
来
る
人
や
遠
く

離
れ
て
い
る
人
に
は
、
程
よ
い
緊
張
が

あ
っ
て
、
症
状
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
介
護
者
が
言
う
ほ
ど
、
ボ
ケ
て

い
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
思
わ
れ
、

お
お
げ
さ
に
言
っ
て
い
る
よ
う
な
誤
解

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

話
し
相
手
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

頭
を
使
っ
て
、
話
し
た
り
、
聴
い
た
り

す
る
の
で
、
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

家
族
で
は
、
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
家

族
以
外
の
人
が
入
る
こ
と
で
、
本
人
も

緊
張
し
て
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
痴
呆
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
を
し
て
い
く
上
で
、
住
み
慣
れ

た
我
が
家
で
、
家
族
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

痴
呆
の
方
に
と
っ
て
も
、
家
族
に
と
っ

て
も
誰
か
に
支
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と

が
、
と
て
も
良
い
効
果
に
つ
な
が
る
こ

と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

痴
呆
予
防
の
話（
３
）

今月の納期 町県民税申告相談会が始まります。詳しくは行政だよりをご覧ください。

になる
いい話。 　２月３日は節分です。もともとは立春、立夏、立秋、立冬の前

日をそれぞれ「節分」と言いましたが、室町時代から春を迎える
喜びと、農事始めが主になる立春の前日だけを、特に節分として
祝うようになりました。
　節分の風習としては、いわしの頭を焼いてヒイラギに刺したも
のを魔よけとして戸口に飾り、炒った堅い大豆で豆まきをし、年
の数だけ豆を食べます。一年の最後の日に悪い鬼を、鬼が嫌がる
豆で退治して（＝邪気を払う）、新しい年を迎えようという考え
から始まったようです。
　節分の食卓には、残った“いわし”の胴体がこんがりと焼かれ
て、出される事が昔から習慣となっています。いわしは悪臭を出
して、鬼を退散させると言われます。関西地方では、太巻き寿司
を長いまま南を向いて笑いながらかぶりつくとか。
　「行事食」には、文化的な意味だけでなく、健康に即した実質
的な意味があるので、今後も大切に受け継いでいきたいもの。ぜ
ひ家族で「豆まき」をして、春の訪れを迎えましょう。

��������	
�
�
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住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
返

済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業
や

収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に
お
困
り
の

方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済
方

法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長　

年
）

１０

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定（
最
長
３
年
）

③
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
下
げ

　

取
扱
期
間
は
、
平
成　

年
３
月
末
ま

１５

で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

　

�
０
２
２
―
２
２
７
―
５
０
０
３

　

又
は
現
在
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で

　

あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
万
全
で
す

か
…
…

　

国
民
年
金
基
金
は
、
厚
生
年
金
保
険

等
に
加
入
し
て
い
る
会
社
員
並
み
の
年

金
を
得
て
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上
積
み
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
制
度
の
特
徴

・
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対

象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

・
受
け
取
る
年
金
額
は
、
加
入
口
数
で

自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方

だ
け
が
加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
、
免
除

者
、
農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　

�
０
２
１
０
―
７
７
６
―
７
２
０

　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き　
　

　

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

に
は
、
譲
渡
所
得
と
し
て
税
金
が
か
か

り
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
１
年
間
の
す
べ
て
の
所

得
を
合
計
し
て
税
金
を
計
算
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
の
税
金
は
、

他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成　

年
分

１２

の
課
税
売
上
高
が
３
千
万
円
を
超
え
る

方
及
び
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
３
月　

日
３１

（
月
）
ま
で
に
平
成　

年
分
の
「
消
費

１４

税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
」

を
提
出
し
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
合
計
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

１４

の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
及
び
申
告
書

の
受
付
は
、
平
成　

年
２
月　

日
（
月
）

１５

１７

か
ら
３
月　

日
（
月
）
ま
で
で
す
。
な

１７

お
、
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝

日
等
）
は
、
税
務
署
で
は
相
談
及
び
申

告
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

申
告
書
は
郵
送
又
は
税
務
署
の
時
間
外

文
書
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意
！　

　

税
理
士
で
な
い
の
に
税
理
士
業
務
を

行
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
に
せ
税
理
士

に
税
理
士
業
務
を
依
頼
し
た
場
合
、
不

測
の
損
害
を
受
け
た
り
、
あ
と
あ
と
ま

で
税
務
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署
総
務
課

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
２
１
９
４

　　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
安
心
・
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
電
気

通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用

者
の
意
見
・
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
今
後
の
電
気
通
信
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成　

年
度
（
２

１５

０
０
３
年
度
）
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
満　

歳
以

２０

上
の
方
で
、「
次
の
活
動
内
容
」
を
行
う

こ
と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、
総
務
省
及

び
電
気
通
信
事
業
に
勤
務
経
験
の
あ
る

方
及
び
そ
の
方
の
家
族
を
除
き
ま
す
。

●
活
動
内
容

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
年
２
回
実
施
）
へ
の
回
答
（
全
員
）

②
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席

●
委
嘱
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

１５

１６

月　

日
ま
で
の
１
年
間

３１
●
募
集
人
員

　

全
国
で
１
０
０
０
人
程
度

（
東
北
地
域
で
１
２
０
人
）

●
募
集
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
〜
２
月　

日

１５

２０

２１

（
金
）
ま
で
《
当
日
消
印
有
効
》

●
謝　
　

金

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
い
た
だ
い

た
方
及
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
い
た

だ
い
た
方
に
、
別
途
謝
金
を
支
払
い
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
の
表
面

に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の
上
、

裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
応
募
の
動
機
及
び
モ
ニ
タ
ー
会

議
出
席
希
望
の
有
無
（　

月
〜　

月
の

１０

１２

平
日
を
予
定
）、募
集
記
事
を
何
で
知
っ

た
か
を
記
入
し
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０
―
８
７
９
５

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―
２
―　
２３

　

東
北
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

　

�
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
２
７

募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
://w
w
w
. 

fukushim
a-m
inpo.co.jp/fm

l/

F
メ
ー
ル
 

国
税
だ
よ
り

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
す
す
め
し
ま
す

国
民
年
金
基
金
の
加
入

平
成　

年
度

１５

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

所
得
税
の
確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く

お
早
め
に



19広報いしかわ　２月号

2・3月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

近
内　

康
亮

    

（　

茂　

・　

恵　

）　

塩　

沢

こ
う
す
け

瀬
谷　

胡
桃

    

（　

司　

・　

恵　

）　

赤　

羽

く
る
み

熊
田　
　

響
   

（
則　

夫
・
美
恵
子
）　

成　

亀

ひ
び
き

山
田　

直
輝

    

（　

勝　

・
美
佐
子
）　

梁　

瀬

な
お
き

高
原　

彩
乃

    

（
章　

浩
・
由　

美
）　

山　

形

あ
や
の

近
藤　

愛
華

    

（　

学　

・
利　

香
）　

立
ヶ
岡

ま
な
か

前
田　

真
花

    

（
雅　

志
・
春　

江
）　

新
屋
敷

ま
な
か

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

小　

松　

ト　

ク 

南
山
形

土　

澤　

ト　

キ 

松
木
下

岡　

田　

ス　

エ 

中　

野

佐　

川　

達　

夫 

双　

里

近　

内　

竹　

二 

中　

野

相　

笠　

市　

二 

双　

里

　

榊　
　

ツ　

チ 

下　

泉

二　

瓶　
　

豊　
　
　
　
　
　

中　

野

　
　

田　
　

忠　
　
　
　
　
　

弥　

吾

矢　

吹　

ト　

メ　
　
　
　
　

塩　

沢

鈴　

木　

昭　

三　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

中　

村　
　

明　
　
　
　
　
　

塩　

沢

相　

樂　

美　

次　
　
　
　
　

形　

見

矢　

内　

泰　

男　
　
　
　
　

長
久
保

小　

林　

茂　

子　
　
　
　
　

当　

町

志　

賀　

ス　

イ　
　
　
　
　

南
山
形

板　

橋　

サ　

ワ　
　
　
　
　

板　

橋

２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月２月　FFFFFFFFFFeeeeeeeeeebbbbbbbbbbuuuuuuuuuurrrrrrrrrruuuuuuuuuuaaaaaaaaaarrrrrrrrrryyyyyyyyyyFeburuary

クリスタルパーク・石川

老人福祉センター

勤労青少年ホーム

　

クリスタルパーク・石川

役場宿直室

老人福祉センター

 　　　

県南サッカー協会フットサルリーグ

心配ごと相談 (午前１０時～ )　　　

　　　　

年金相談会 (午前１０時～ )　　　　

　　　　

県南サッカー協会フットサルリーグ

 　　

交通事故巡回相談 (午前１０時～ )　

　　　　

心配ごと相談 (午前１０時～ )　　　

　

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８

３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月　MMMMMMMMMMaaaaaaaaaarrrrrrrrrrcccccccccchhhhhhhhhhMarch

各高校体育館

クリスタルパーク・石川

クリスタルパーク・石川

勤労青少年ホーム

老人福祉センター

各学校体育館

各学校体育館

学法石川・県立石川高校卒業式　　

石川スポーツ少年団フットサル大会

県南サッカー協会フットサルリーグ

 　　

年金相談会 (午前１０時～ )　　　　

心配ごと相談 (午前１０時～ )　　　

　　　　

町内各中学校卒業式　　　　　　　

３／２０　　町内各小学校卒業式　

土

日
月
火
水
木
金

土
日
月
火
水
木
金

１

２
３
４
５
６
７

８
９
１０
１１
１２
１３
１４

（平成１４年１２月１日～１２月３１日まで届出分　敬称略）

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

佐　

藤　

秀　

樹　
　
　
　

曲　

木

　

大　

谷　

竜　

代　
　
　
　

東
京
都

　

岡　

崎　

三　

厳　
　
　
　

梁
川
町

　

大　

串　

朝　

子　
　
　
　

北　

山

　

渡　

辺　

茂　

幸　
　
　
　

塩
ノ
平

　

中　

野　

美
智
子　
　
　
　

境
ノ
内

　

鈴　

木　

義　

成　
　
　
　

双　

里

　

永　

山　

知　

春　
　
　
　

天
栄
村

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔〔〔〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第191回● 
石川小学校 

　石尊山のふところに抱かれ、今出川の清らかな流れに恵まれた石川小
学校は、創立130年の歴史を誇る伝統ある学校です。602人の子ども
たちは「心豊かに　たくましく　生きる子ども」を目ざし、元気いっぱい
学校生活を送っています。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　北海道から九州に分布し、3月から10月にかけて道
端や畑などに生える越年草と多年草があります。茎は地
をはい、先は斜上し長さ10～50㎝になります。葉のわ
きに白色の5弁花をつけますが、花弁は深く裂けて10
個あるように見えます。 

（ウシハコベ：ナデシコ科） 

　石川文化幼稚園に通う小玉智也さん(中央左)、
姉の江李佳さん(中央右)と祖父の忠治さん(左)、
祖母の紀代子さん(右)です。 

19,427人（－15） 

（  ）内前月比 

●１月１日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,482人（－　7） 
9,945人（－　8） 
5,579戸（－　5） 

　みなさんは2003年の初めを、どうお過ごしの
ことでしょうか。１カ月が過ぎ気象庁が出した暖冬
予報は、年末からの寒波、降雪に驚き、冷え込む日
本経済に心もフトコロも・・・。暗い話しばかり。し
かし、潤っている企業もあり、根性強く、賢い、ち密
な日本人ですから、明るい未来を切り開くものと
信じ、ふるさとの原点でもある農業の重要性、攻め
の行動も必要になっています。希望や夢を抱き新
たな出発点に立った成人者、頑張ろうとしている人々
のためにも、官民一体となって、ふるさと石川町づ
くりを考え、行動していきましょう。    (迎　茂城)

「四次元に迷い込んだぼく」 

「西洋料理店」 
一年中、大好きないちごが浮
かんでいて、たくさん食べら
れます。一日踊っていられま
す。すごく不思議で楽しい世
界です。 

一本一本の枝をはっきりさせるために
濃淡をつけて、ていねいに描きました。
不思議な西洋料理店になりました。 

秋山雄哉さん(4年)
ゆうや 

ともみ 

太田智美さん(6年)
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